
≪数式編≫ ≪図形編≫

▶比例、反比例 ▶おうぎ形

・弧の長さ

▶ｙがｘの2乗に比例する関数 ・面積

▶ｎ角形の内角と外角の和

▶一次関数 ・内角の和　180°×(n-2)　　外角の和　360°

・aは変化の割合、傾き。bは切片。

▶円周角の定理

・同じ弧の円周角の大きさは同じ

・交点の座標 ・円周角は中心角の半分

・半円の弧の円周角は90°

▶2次方程式

▶平行線の同位角、錯角

・同位角は等しい

・錯角は等しい

▶統計 ▶中点連結定理

▶三平方の定理

・中央値＝大きさの順に並べて

奇数個の場合

　⇒中央の値

偶数個の場合

　⇒中央の2つの値の平均

▶空間図形

・最頻値 ・錐体の体積 ・球の表面積、体積
資料⇒最も多く現れる値。

分布表⇒度数が最も大きい値。

𝑥 =
−𝑏 ± 𝑏2 − 4𝑎𝑐

2𝑎

𝑎2 + 𝑏2 = 𝑐2

𝑦 = 𝑎𝑥

𝑦 = 𝑎𝑥 + 𝑏

y= 𝑎𝑥2

相対度数 =
(その階級の度数)

(度数の合計)

平均値=
(資料の値の総和)

(資料の個数)

𝑎 =
(ｙの増加量)

(ｘの増加量)

𝑎(𝑝 + 𝑞)

𝑦 =
𝑎

𝑥

𝑦 = 𝑎𝑥 + 𝑏 ・・・①
𝑦 = 𝑚𝑥 + 𝑛 ・・・②

𝑎𝑥2 + 𝑏x+c＝0 のとき
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